


はじめに

住宅火災によって死者が発生する原因の多くが「逃

げ遅れ」によるものです。火災を早期に発見するために

は、住宅用火災警報器の設置が不可欠です。

消防法によりすべての住宅に設置が義務付けられてか

らすでに１０年以上が経過しましたが、未設置の世帯も

少なくありません。また、多くの住宅用火災警報器が交

換時期を迎えている今、消防本部では、地域での「共同

購入」による住宅用火災警報器の設置・交換を推進して

います。

この手引きが、地域の皆様の繋がりを深め、ひいては

地域の防火・防災体制の強化の一助となることを願って

います。

※消防本部では、共同購入に関するご相談を受け付けておりま

すが、商品の紹介や販売の仲介等を行うことはありません。

令和５年７月

【お問い合わせ・ご相談は】

消防本部予防課 TEL     0897-65-1342（直通）

FAX     0897-34-1189

Email  yobouka@city.niihama.lg.jp
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共同購入の進め方（フローチャート）

１ 希望者を募る

２ 事業者を見つける

３ どの製品を共同購入す
るか選定する

４ 事業者との相談・交渉

５ 注文のとりまとめ

６ 取りまとめた共同購入
の個数を事業者へ注文

７ 引渡し・集金

８ 事業者への支払い

９ 引渡し後のことを事業
者と再確認

住宅用火災警報器普及啓発協力事業
所のリストをご活用ください。

地域の方に共同購入について周知し、
希望者を募ります。

パンフレットなど資料を提供しても
らい、メーカー・製品を選定しま
しょう。

事前に契約期間・受取り場所・受取
り方法・支払方法などを確認してお
きましょう。

注文票を活用しとりまとめます。

氏名・注文個数・受渡日・集金方法
等を確認しておきましょう。

金銭の取扱いは慎重・確実に行いま
しょう。代金引換での製品受け渡し
をおすすめします。

集金が完了したら、速やかに事業者
へ支払いを済ませましょう。

引渡し後の不具合やわからないこと
についての問い合わせ先を確認して
おきましょう。

１０ 取付け支援 ６５歳以上の住む世帯は、消防本部
で取付け支援を実施しています。 １



共同購入の流れ

１ 希望者を募る

なかなか一人では住宅用火災警報器の相場や購入できると

ころ、設置場所などがわからないものです。

まとめて買うことで様々なメリットがあります。

①悪質な訪問販売防止対策となり、心配がなくなります。

②「どこで、どれを買ったらいいの？」といった悩みが

なくなります。

③地域全体で購入すると、地域全体の防火対策となります。

④大量に購入することで、個人で購入するより予算を抑え

ることができます。

⑤お年寄りなど購入が困難な方でも安心して購入できます。

⑥住宅用火災警報器の交換時期や維持管理もしやすくなり

ます。

どのような単位で共同購入するか検討し、地域の皆さんか

ら購入希望を募りましょう。

☆ 共同購入のパターン（例）

１ 校区連合自治会 → 各自治会 → 班・組 → 地域のみなさん

２ 自治会 → 班・組 → 地域のみなさん

３ 班・組 → 地域のみなさん

２



２ 住宅用火災警報器を取扱っている事業者を

見つける

まずは住宅用火災警報器を取扱っている事業者を見つけ、

資料請求等を行うことから始めましょう。

住宅用火災警報器普及協力事業所の一覧を添付しています

ので、是非ご活用ください。

≪新居浜市防火管理協会≫

住宅用火災警報器普及協力事業所のご案内 ７P

３ どのメーカーのどの製品で共同購入するか

決める

ひとつの製品をまとめ買いする方法は、複数の製品を購入

するより割引の可能性があったり、購入者全員の電池交換の

時期等を把握するために役立ちます。

一方で複数の製品を選択する方法では、住民の皆さんが自

らの状況に適した製品を選択することができます。

これらのことを踏まえ、しっかりと相談して選定しましょ

う。

３



４ 製品が決まったら、事業者との相談・交渉

事業者との相談・交渉の際は、次のことを確認しましょう。

（１）注文の時期や期間（いつごろから注文を進めるか）

（２）価格

（３）契約項目や内容はしっかり確認して記録しておきま

しょう。

５ 注文のとりまとめ

共同購入の申込みについて回覧し、注文をとりまとめま

しょう。

引渡すときのことを考えて、できるだけ地区ごとに分けて

注文をとっておくといいでしょう。

注文受付後に追加の注文や個数の変更を求めてくる場合も

考えられます。

注文票には注文期間（特に締切日）をしっかり明記してお

き、変更があった場合の対処について、事業者と相談・確認

しておきましょう。

住宅用火災警報器共同購入のお知らせ（作成例１） 8・9P

住宅用火災警報器を設置していますか？ 10・11P

住宅用火災警報器無料取付け支援事業のご案内 12・13P

をご活用ください。

～最低限押さえること～
○契約の成立時期、契約の有効期間など
○受取りの場所など（注文後○○日までに○○で引渡し）
○契約の相手、対象者など

【売主（●●電気）と買主（●●自治会）等】
○その他の確認事項（品名・数量・価格・支払方法・保証内容等）

４



６ 取りまとめた個数を事業者へ注文

発注する個数や配送方法は注文する個数がまとまった段階

で、間違いのないよう、事業者と確認しておくことをおすす

めします。

７ 住民のみなさんへの引き渡し・集金

注文した製品が届いたら、届いた製品の個数に間違いがな

いか確認し、住民のみなさんへ引き渡す準備を進めます。

支払いの際に間違いのないよう、製品と引き換えに集金を

行うことをおすすめします。また、引き渡しの際に個数を間

違えないように気を付けましょう。

事前に、引渡す地区ごとに個数を仕分けしておくと、間違

いを防ぐことができます。

～発注の際に確認すること～
○製品到着日の確認
住民の皆さんへお知らせするためにも必ず確認しておきましょう。

○配送の方法と手数料等の確認
所定の場所に一括配送するのか指定場所等を設けて配送するのか
配送方法を事業者へ伝えましょう。また、配送手数料がかかるの
かも確認しておきましょう。

○配送場所に保管スペースはありますか？
１か所にまとめて配送する場合、配送されてきた製品を安全に保
管できる場所を確保しておかなくてはなりません。

～注意事項～
○届いた個数をまず確認
注文個数と届いた個数に相違がないか確認しましょう。足りない
場合は必ず事業者へ確認しましょう。

○仕分けや引き渡しの際に破損や不具合が見つかった場合
まずは、事業者に連絡し、対応を確認しましょう。

５



８ 集金は慎重に、速やかに事業者へ支払い
集金は確実に行い、指定された期日までに事業者に支払い

ましょう。また、支払い方法も確認しておきましょう。

集金・引き渡しに間違いが起きないよう、できるかぎり、

「代金引換での製品引渡し」をおすすめします。

集金方法には、ほかにも銀行の集金システムを利用する方

法もあります。

９ 引き渡し後のことを事業者とも再確認
住民のみなさんが購入後に気づいたり、わからないことが

出てくることもあります。こうした場合の問い合わせ先等を

再確認しておきましょう。

設置後のフォローアップ活動について、可能な限り取り組

むことで、住民のみなさんの理解も深まり、今後の地域での

防火・防災活動の強化へとつながります。

次の交換時期を明確にするため、取り付ける住宅用火災警

報器には、設置年月を記入しましょう。

共同購入の記録を残しておくと、次回実施するときの参考

になります。

共同購入の記録（作成例２）14Pをご活用ください。

１０ 取付け支援（無料）
65歳以上の方のみが住む世帯には、消防本部予防課にて取

付け支援を実施しておりますので、是非ご活用ください。

住宅用火災警報器のご購入後、ご連絡をいただけると消防

職員が取付けに伺います。

住宅用火災警報器無料取付け支援事業のご案内 12・13P

６



≪新居浜市防火管理協会≫ 

住宅用火災警報器普及協力事業所のご案内 

新居浜市防火管理協会では新居浜市消防本部と連携し、協会員（事業所）か

ら住宅用火災警報器の販売や広報活動等に賛同いただける事業所を登録し、住

宅用火災警報器普及協力事業所として、住宅用火災警報器の設置と維持管理等

の促進に向けたご協力をいただいております。 

住宅用火災警報器の普及にご協力いただいている事業所は、次のとおりです。 

住宅用火災警報器普及協力事業所（一覧）     令和５年６月現在 

店舗名称 住所 電話番号 販売 配達 広報 

㈲矢野商会 江口町10－17 32－4696 〇 〇 〇 

㈲鈴木防災 船木甲4988－1 40－3339 〇 〇 〇 

イオン新居浜店 前田町８－８ 31－0600 〇 〇 〇 

DCM新居浜店 瀬戸町甲4101 40－1760 〇  〇 

㈱ヤマダデンキテック

ランド新居浜店 
郷 1－3－16 65－4560 〇  〇 

ケーズデンキ新居浜店 東田3丁目乙11番

25号 
66－2255 〇 〇 〇 

≪注意事項≫ 

・ご購入やお見積もりは、上記の事業所へ直接お問い合わせをお願いします。 

・事業所や消費者間の仲介やトラブル等は、新居浜市防火管理協会及び新居浜市消防本部で

は一切関与できません。 

・住宅用火災警報器は、家電等量販店やホームセンター等においても販売しております。 

 

 

 

 

 

 

問い合せ：新居浜市防火管理協会（消防本部予防課内）電話：６５－１３４２ 

～住宅用火災警報器無料取付け支援事業のご案内～ 

消防本部では65歳以上の方を対象に住宅用火災警報器の取付けを 

無料で行っています。まずは、住宅用火災警報器をご購入いただき消防

本部予防課にご連絡をいただけると消防職員が取付けに伺います。 

連絡先：６５－１３４２（予防課直通）３４－０１１９（消防代表） 

７



（作成例１）

８

令和 年 月 日 

 

 住民のみなさまへ 

 

                               ○○自治会 

                           会長 ●● ●● 

 

   住宅用火災警報器共同購入のお知らせ 

 

 住宅防火対策の切り札、住宅用火災警報器（以下、「住警器」といいます）は、

全ての住宅に設置が義務付けられており、その寿命は約 10 年です。 

 お家の住警器の寿命は大丈夫でしょうか？ 

 私たちの町を火災から守るため、住警器の共同購入に参加しましょう。 

 以下の実施要領をご一読のうえ、ご希望の方は、裏面によりお申し込みくださ

い。 

                       （締切：令和 年 月 日） 

 

 

 

 

〇〇自治会 住警器共同購入 実施要領 

 

    ★対象機種   △△社製 煙感知器 

            型式番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

    ★費用    １台あたり 〇，〇〇〇円（税別・税込） 

    ★納期    令和 年 月 日 頃 

    ★納入場所  〇〇自治会館、各戸配布 など 
    ★引渡し方法 上記引渡し場所で代金引換により引渡し など 
    ★その他   ６５歳以上の方のみが住む世帯を対象に、消防職員が 

取付けをお手伝いします。 
（別途消防本部予防課への手続きが必要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（作成例１）

９

共同購入申込書 

世帯主氏名 住  所 電話番号 購入個数 合計金額(円) 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

集計欄      個      円 
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～共同購入の記録～ 

 

 実施した時期    年  月  ※次回  年  月 

 

  実施担当者              

 

   取引業者          担当者       

 

   購入機種              

 

  参加世帯数        世帯  

 

   購入台数         台  

 

   購入価格  1 台あたり      円（税込/税別） 

 

   納品方法               

 

   支払方法               

 

   特記事項                    

                           

                           

（作成例２）
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